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春
の
地
域
安
全
運
動
の
実
施

「
み
ん
な
で
築
こ
う
、安
全
で
安
心
な
大
地
」

～
実
施
期
間
は
、
５
月
11
日
㈬
か
ら
５
月

20
日
㈮
ま
で
の
10
日
間
～

◎
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

・
令
和
３
年
中
の
子
ど
も
へ
の
声
か
け
や

つ
き
ま
と
い
な
ど
の
前
兆
事
案
は
、
登

下
校
時
、
特
に
下
校
時
間
帯
に
発
生
が

多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

・
地
域
の
見
守
り
の
目
を
増
や
す
こ
と
は
、

犯
罪
の
未
然
防
止
や
防
犯
力
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
の

で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

買
い
物
、
犬
の
散
歩
な
ど
の
日
常
活
動

の
中
で
で
き
る｢

な
が
ら
見
守
り｣

に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
危
険
な
事
態
を
予
測
、
回
避
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
防
犯

標
語
で
あ
る｢

い
か
の
お
す
し｣

を
活

用
し
、
不
審
者
に
遭
遇
し
た
際
の
対
処

方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
防
犯
ブ
ザ
ー
や
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
な
ど

の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

・
夜
間
は
、
で
き
る
だ
け
人
通
り
が
多
く

明
る
い
道
を
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
な
ど

の｢

な
が
ら
歩
き｣

は
周
囲
の
状
況
が
わ

か
り
に
く
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
車
し
て
い
る
と

き
は
、盗
撮
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

後
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
痴
漢
や
盗
撮
な
ど
不
審
な
行
為
を
し
て

5
月
12
日
㈭
か
ら
18
日
㈬
ま
で
は
、「
民

生
委
員
児
童
委
員
活
動
強
化
週
間
」
で
す
。

町
内
す
べ
て
の
地
区
に
担
当
委
員
が
い

ま
す
の
で
、
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と
、

暮
ら
し
の
こ
と
、家
族
関
係
の
こ
と
、育
児・

教
育
の
こ
と
な
ど
、
何
か
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、民
生
委
員
児
童
委
員
の
中
に
は
、

子
ど
も
の
こ
と
を
専
門
に
担
当
し
、
活
動

す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
も
い
ま
す
。

な
お
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
守
秘

義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
や
身
の
上
な
ど

の
個
人
の
秘
密
が
他
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
福
祉
給
付
課
社
会
福
祉
係

社
会
福
祉

5
月
1
日
㈰
か
ら
31
日
㈫
ま
で
は
、「
赤

十
字
社
員
増
強
運
動
期
間
」
で
す
。

赤
十
字
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た

だ
い
た
人
で
、
毎
年
一
定
額
（
５
０
０
円

以
上
）
の
社
費
（
会
費
）
を
納
入
し
て
い

た
だ
け
る
人
（
赤
十
字
社
員
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

集
ま
っ
た
資
金
は
、
災
害
救
護
活
動
や

国
際
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

問
福
祉
給
付
課
社
会
福
祉
係

考
え
よ
う
。
大
人
に
な
る
と
で
き
る
こ
と
、

気
を
つ
け
る
こ
と
～
18
歳
か
ら
大
人
に
～

悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

｢

悪
質
業
者
は
、
う
・
そ
・
つ
・
き｣

【
う
】
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

う
ま
い
話
、
絶
対
に
儲
か
る
話
に
は
、

必
ず
大
き
な
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
】
そ
う
だ
ん
す
る

ひ
と
り
で
判
断
せ
ず
、
家
族
・
知
人
・

相
談
機
関
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
つ
】
つ
ら
れ
て
す
ぐ
に
、
返
事
や
契
約

を
し
な
い

悪
質
業
者
は
、
言
葉
巧
み
に
契
約
す
る

よ
う
に
迫
っ
て
き
ま
す
。

【
き
】
き
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
、
断
る

あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
、き
っ
ぱ
り
、

は
っ
き
り
、
断
り
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
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１
０

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
期
間

生
活
経
済
事
犯
被
害
の
未
然
防
止
対
策
の
推
進

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
強
化
週
間

住

宅

入
居
募
集

◉町営住宅
団地名 間取り 建築年度 戸数 家 賃 単身

新規 緑町団地 2LDK 平成 23 年 1 17,100 円 ～ 39,200 円 不可
魚田団地 3LDK 昭和 55 年 1 11,100 円 ～ 22,500 円 可

継続

旭日 3LDK 平成 5～7・9～11 年 9 21,000 円 ～ 53,600 円 不可
宮下 3LDK 昭和 59 年 2 13,400 円 ～ 27,100 円 不可
潮見 3LDK 昭和 61・62・63 年 5 16,000 円 ～ 40,500 円 不可
幌内 3LDK 昭和 51 年 1 7,800 円 ～ 17,000 円 可

間取り 建築年度 戸数 家 賃 単身
継続 3LDK 昭和 57 年 1 18,800 円 ～ 37,600 円 可

宮下団地

旭日団地潮見団地潮見町有住宅

緑町団地

魚田団地

幌内団地サンライズ
ビレッヂビレッヂ

い
る
場
合
も
可
）
な
ど
で
す
。

◉
町
有
住
宅

・
町
有
住
宅
は
入
居
の
要
件
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
管
財
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
願

い
ま
す
。

◉
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ

・
満
35
歳
未
満
の
独
身
勤
労
者
で
あ
る
こ
と

申
込
方
法

・�

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
入
居

す
る
人
の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
令
和
3
年
1
月
1
日
に
他
市
町
村
に
お

い
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
は
当
該

市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
市
町
村
民
税
課

税
証
明
書
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
直
近

1
年
分
の
所
得
が
分
か
る
も
の
と
、
納

税
証
明
書
も
合
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

�・
町
営
住
宅
に
申
し
込
み
の
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

・
申
込
者
多
数
の
と
き
は
、
住
宅
困
窮
度

の
高
い
人
か
ら
入
居
決
定
し
、
困
窮
度

が
同
じ
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
最
新
の
住
宅
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�http
://w

w
w
.to
w
n
.o
u
m
u
.
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※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
、
安
心

便
利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

応
募
締
切

新
規

5
月
16
日
㈪

継
続

随
時
受
付

※�

問
い
合
わ
せ
時
に
募
集
を
終
了
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控

除
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
を
12
で
除
し

た
も
の
で
す
。

※�

裁
量
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
（
60
歳

以
上
）、
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
世
帯
、

障
が
い
者
（
障
が
い
の
程
度
に
よ
る
）

が
い
る
世
帯
、
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
、

婚
姻
後
2
年
以
内
で
夫
婦
と
も
に
35
歳

未
満
の
世
帯
（
小
学
生
以
下
の
児
童
が

入
居
資
格

《
共
通
事
項
》

	・�

雄
武
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

有
す
る
こ
と
に
な
る
人
。

	・
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◉
町
営
住
宅
（
団
地
）

	・�

所
得
が
政
令
月
収
で
一
般
世
帯
は
15
万
8
千

円
、
裁
量
世
帯
は
25
万
9
千
円
を
超
え

な
い
こ
と
。

※�

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
1
年

間
の
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自

営
業
者
は
1
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必

◉潮見町有住宅

継続
間取り 建築年度

1LDK 平成 5,6 年

戸数 家賃 単身

3 30,000 円  専用

◉サンライズビレッヂ

新規
間取り 建築年度

1LDK 平成 6 年

戸数 家賃 単身

1 30,000 円  専用

安

全

日
本
は
国
土
の
約
７
割
が
森
林
で
あ

り
、
森
林
は
国
土
の
保
全
や
水
源
の
か
ん

養
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
森
林
は

一
旦
火
災
な
ど
で
失
わ
れ
る
と
、
そ
の
大

切
な
機
能
が
回
復
す
る
ま
で
に
は
何
十
年

も
の
年
月
と
多
大
な
コ
ス
ト
を
要
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

林
野
火
災
と
は
、
森
林
、
原
野
ま
た
は

牧
野
が
焼
損
し
た
火
災
を
言
い
、
北
海
道

の
統
計
で
は
、
令
和
２
年
に
43
件
の
林
野
火

災
が
発
生
し
て
い
て
、
被
害
面
積
は
９
２
．

３
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
野
火
災
の
出
火
原
因
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
人
為
的
な
過
失
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
ご
み
焼
き
や
タ
バ
コ
・
マ
ッ
チ

た
き
火
や
タ
バ
コ
に
注
意
～
林
野
火
災

に
よ
る
も
の
が
全
体
の
約
50
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。

春
に
火
災
が
多
い
の
に
は
理
由
が
あ
り

ま
す
。冬
は
下
草
が
枯
れ
、落
葉
が
積
も
っ

て
「
燃
え
や
す
い
も
の
」
が
林
内
に
蓄
積

さ
れ
る
と
と
も
に
春
は
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
こ
と
と
、
風
が
強
い
と
い
う
気
象
条

件
が
重
な
る
た
め
で
す
。

気
象
台
で
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
起
こ
り
や
す
い
と
予
想
さ
れ
る
と
き
に

は
、
乾
燥
注
意
報
を
発
表
し
て
、
火
の
取

り
扱
い
に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

網
走
・
北
見
・
紋
別
地
方
の
発
表
基
準
は
、

最
小
湿
度
が
30
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
実
効

湿
度
が
60
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
場
合
に
発

表
し
ま
す
。
実
効
湿
度
と
は
、
木
材
の
乾

燥
の
程
度
を
表
す
も
の
で
、
50
～
60
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
に
な
る
と
火
災
の
危
険
度
が

高
ま
り
、
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
る
と
、

マ
ッ
チ
1
本
で
木
材
に
火
が
つ
く
と
言
わ

れ
て
お
り
、
風
の
強
い
日
は
火
災
が
延
焼

し
や
す
い
の
で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

森
林
の
喪
失
は
，
保
水
能
力
の
低
下
を

招
き
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
大
雨
に

よ
り
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災
害
が
起
こ

り
や
す
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
山

菜
採
り
や
散
策
な
ど
で
山
に
入
る
場
合
に

は
、
た
き
火
や
タ
バ
コ
な
ど
の
火
の
取
り

扱
い
に
は
、十
分
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
網
走
地
方
気
象
台
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ホ
ー
ム
ペ
ー
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い
る
人
を
見
か
け
た
際
は
、
す
ぐ
に
警

察
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
保
険
料
や
医
療
費
の
払
い
戻
し
の
電
話

は
詐
欺
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操

作
し
て
い
る
人
は
、
詐
欺
の
被
害
に
遭
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
見
か

け
た
人
は
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
普
段
か
ら
家
族
間
で
連
絡
を
取
り
合
い
、

お
互
い
に
詐
欺
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
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